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　6月23日(日)より沖縄へと修学旅行へ行ってきました。平和学
習では、ひめゆり資料館や、平和祈念資料館、旧海軍司令部壕を
訪れ、戦争時代の体験談や傷跡を見て、戦争の悲惨さや平和の
大切さについて改めて勉強しました。沖縄県は太平洋戦争中、国
内において地上戦が行われた唯一の場所であり、当時県民の多
くが犠牲となりました。しかし、現在ではその名残が全く感じられ
ないほどの綺麗で豊かな自然が非常に印象的でした。また、ヤン
バルクイナが絶滅の危機に瀕している話などを聞いて、自然の尊
さも考えさせられました。
　また、沖縄のエイサー鑑賞や琉球ガラス村のコップ作り体験な
どを通して、沖縄の文化に触れたり、海でバナナボートを体験し
たり、とても楽しい思い出になりました。この修学旅行を通してク
ラスの仲間とも打ち解けることができました。
　今年度の学校行事も残りわずかになりました。楽しい思い出
を胸に、今後の学生生活を充実したものにしたいと思います。
【新聞部】 荒木 音弦（筑紫野南中）　四ヶ所 幹太（筑紫野中）

2年生 南国の沖縄へ

　私たちは7月13日(土)からの3週間、オーストラリアに短期英語研修へ
行ってきました。毎年2年生の希望者を対象に行っている英語研修ですが、
実際に現地の学校の授業に参加し、共同生活を送ります。英語を生活の中
で実際に使うことの難しさ、楽しさを感じ、日本にいる時には味わえない異
文化を体験することができました。英語で現地の学生らと話していく中で、
自分の思いが伝わるように普段よりも考え、工夫することの大切さを身にし
みて感じさせられました。
　今回の研修が、多くの方々のサポートがあって無事終えることができたこ
とへの感謝を忘れず、研修で得た経験と自信を、これからの学生生活に活か
していきたいです。　　　　　　　　　　　　【新聞部】 水田 佑（鳥栖中）

異文化交流を体験

「オープンスクールに参加できなかった」「再度確認したいことがある」
など保護者の方への平日夜の説明会です。

19：00～20：00
10/18（金）・11/20（水）

オープンスクール （中学生・保護者向け） 平日夜の学校説明会（保護者向け）

※参加お申し込みは本校まで直接（ホームページ・メール・FAX・電話）
　お申し込みください。

※参加お申し込みは中学校を通してお申し込みください。　
※車での来校はご遠慮ください。　※上履きをご準備ください。
※機械科希望者は体操服とジャージをご準備下さい。

開催日

時  間
10：00～13：00
10/5（土）・26（土）・11/16（土）開催日

時  間

令和元年度 九州産業大学付属九州産業高等学校 オープンスクール

修学旅行

オーストラリア短期英語研修

　9月11日(水)、第58回体育祭が行われました。令和初の開催となる体育祭のスロー
ガンは『進』。新時代にふさわしい学校行事にすべく、練習を重ねてきました。開会式で
は組坂校長が「各団で求められる団結と結束を存分に発揮し、これからの、学校の前
進につながるようなハツラツとした体育祭になってほしい。」と述べ、選手宣誓では「先
輩方が築き上げた体育祭を継承し、全力で『進』のスローガンのもとに戦い抜く」と赤・
青・紫・黄の各ブロック長が力強く宣言してくれました。気候も暑い中の開催となりまし
たが、生徒がそれぞれ全力で競技に参加し、大いに盛り上がった体育祭になったと思
います。結果は応援合戦の部と総合の部の2つで黄ブロックが優勝を果たしました。令
和初の体育祭、新しい時代をかざる体育祭として、白熱したものとなったと言えます。
今回の体育祭を創り上げた全校生徒のこれからの活躍に期待したいです。

【新聞部】 山崎 璃子（田代中）　山本 直輝（筑紫野南中）

第58回 体育祭 開催
スローガンは『進』

黄ブロックが総合優勝



　3～4月に行われた日学・黒板アート甲子園®2019において、本校の美術部が
出展した黒板アート『はじめよう』が九州・沖縄ブロックにおけるエリア賞に輝き
ました。高校生活に対しての希望と不安を持ちながら、本校に入学してきた新入
生に向けて、先輩として｢学校にいっしょに行こうよ｣というメッセージを込めた
今回の作品は、製作期間だけで約1週間かけた力作となりました。
　黒板に描かれた人物は美術部員がモデルとなって描かれており、それぞれの
個性が作品にあらわれています。黒板アートということで、もう今は実物を見るこ
とはできませんが、卒業後、写真などでこの作品を振り返った時に、作品を見た
生徒たちが、当時の自分たちの青春を思い出すことでしょう。

　本校には33の部活動があり、日々それぞれの目標に向かって活動をしています。今
年度も多くの部活動が上位大会に出場しました。その中でもソフトボール部（男子）、
弓道部、陸上競技部の3つの部活動が、南部九州を会場に行われたインターハイに出
場を果たしました。毎日厳しい練習に耐え、準備を重ねてきた3年生にとって、集大成
となるこの大会ですが、九産生として堂 と々したプレーをしてくれました。この経験を
活かし、3年生にはそれぞれの進路実現に向けて頑張っていってもらいたいです。
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新入生に向けてのエール  美術部 黒板アートでエリア賞受賞

全国で活躍する九産生 インターハイ出場

「響かせろ 我らの魂 南の空へ 感動は無限大 南部九州総体2019」

 8月9日(金)、本校新聞部が福岡市中央区にある福岡市科学館に取材に行ってきました。日頃は学校行事やその他
の部活への取材が中心の私たちですが、自分たちが生活する社会で起きている変化について調べてみたいと思い、
2017年にリニューアルした福岡市科学館の部長をされている丹治清さんにインタビューをさせてもらいました。
　福岡市科学館は全国的にもまだ珍しい、民間企業と市が共同運営を行う科学館で、様々な企業や機関と協力し、
年間で100を越える企画や展示を行っているとのことでした。常設展示には、『宇宙』や『生命』に関する最新のテクノ
ロジーを使った体験型の展示がたくさんあり、ロボットを動かすイベントなども行われていました。また、全国でも有
数の規模をほこるプラネタリウムの迫力は圧巻でした。丹治さんは「この科学館に来て、様々な分野に関して興味を
持ってもらって、科学に関する正しい知識・認識を持ってほしい。そして、そういう経験をした子どもたちの中から、未
来の科学者が誕生することを願っています。」と語ってくれました。日々、世界中で技術が進歩しており、新しいことや
モノが発見され、自分たちの生活に影響を与えていることを実感することができました。

【新聞部】 上野 和希（春日西中）

 8月24日(土)、中学生とその保護者を対象とした、本校機械科の見学会を開
催しました。中学生32名、保護者19名に参加して頂き、全体会場の説明会で
は本校機械科の特徴、取得できる資格などについて紹介しました。その後は
アーク溶接や旋盤、鋳造などの各実習場を見学し、機械科の生徒が日頃行
なっている学習活動を見て頂きました。また、本校の卒業生に来校してもらい、
卒業生の立場から見た本校の様子を話してもらいました。高校時代に身に付
けた知識や技能が現在、就職先や進学先でどのように活かされているかが中
学生や保護者の方にも伝わったのではないでしょうか。今回の見学会に参加し
て下さった中学生のみなさんが、自分の希望進路を考える際、この見学会が少
しでも手助けになったら幸いです。

未来を感じる 新聞部 福岡市科学館を取材

九産を知ってもらう 機械科見学会 実施

部活動報告

1.委員会開催について
【開催日時】令和元年6月1日（土）12時30分より13時15分まで
【場所】九州産業高等学校　多目的室A    

（1）平成30年度収支決算の承認について    

（2）令和元年度収支予算（案）の議決について

（3）役員改選について

（4）保護者会奨学生の選出について

◎前役員方への感謝状贈呈について
　古田会長はじめ18名の前役員方に、校長から謝辞が述べられ、感謝状並びに記念品が贈呈
　されました。
2.定期総会開催について

【開催日時】令和元年　6月1日（土）13時30分より14時15分まで
【場所】九州産業高等学校　体育館2Fアリーナ

（1）平成30年度収支決算の承認について

（2）令和元年度収支予算（案）の議決について

（3）役員改選について

◎初秋を迎え朝夕は涼しさが感じられますが、会員の皆様にはくれぐれもご自愛の程、お祈り申
　し上げます。

下記のとおり審議されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

事務局より資料に基づき内容説明後、中村監査より監査報告が行われ、審議の結果提案
通り承認されました。

事務局より資料に基づき内容説明後、審議され原案通り承認されました。

このたび旧3年生委員には、ご子息の卒業に伴い退任されることになり、後任委員の新１年
生委員より副会長１名、監査１名の選出を諮り、互選の結果副会長に大森委員、監査に笠
松委員がそれぞれ選出され、併せて新会長に青木前副会長の就任が満場一致にて承認さ
れました。

令和元年度保護者会奨学生候補として選抜された3年生14名、2年生12名について諮ら
れ、奨学生と決定することが承認され、総会席上にて表彰することが併せて承認されました。

総会開催に先立ち、選抜された令和元年度保護者会奨学生に対し、古田会長より表彰状
並びに奨学金が授与されました。総会は下記の通り審議されました。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

事務局より資料に基づき内容説明後、中村監査より監査報告が行われ、審議の結果提案
通り承認されました。

事務局より資料に基づき内容説明後、審議され原案通り承認されました。

新委員の選出については、入学式後開催された保護者会入会式にて、学校側に一任するこ
とで了承を得ており、このたび選出された候補者について先の委員会で承認された旨報告
されました。このうち副会長及び監査の選出について委員互選の結果、副会長に大森委員
が、監査に笠松委員が選出され、併せて会長に青木前副会長が就任されたことを説明、議
長より承認について諮り、満場一致にて了承されました。
続いて新１年生委員の紹介が行われました。
議案審議終了後、古田会長より退任の挨拶、並びに青木新会長より会長就任の挨拶が行
われました。

保護者会 会務報告 令和元年6月から
令和元年8月まで

【ソフトボール部（男子）】
野口 真幸(平野中)
石橋 滉太(三国中)
武市 貫汰(春日西中)
中川 大輝(春日西中)
髙原 健斗(志免東中)
馬場 翔大(春日南中)
永松 幸太郎(二日市中)
大谷 志織(学業院中)
中川 優哉(太宰府西中)
帆足 正平(二日市中)
篠原 拓真(北野中)
中村 健吾(宮竹中)
西村 健佑(小郡中)
金川 凌大(三筑中)
中村 天童(長尾中)
平野 嘉晴(春日中)
吉村 圭人(春日南中)

【弓道部】
〇男子団体の部
甲斐 滉基(春日野中)
深川 顕太郎(柏原中)
上田 哲(平尾中)
山﨑 慶之(志免中)
角野 響一(大原中)
藤木 舜(春日野中)
〇男子個人の部
甲斐 滉基(春日野中)
上田 哲(平尾中)

【陸上競技部】
〇女子三段跳び 9位入賞
東口 ゆう(二日市中)

【美術部】
榎本 愛弓(春日西中)
大井 武史宏(高宮中)
前田 しおん(筑山中)
赤坂 胡桃(大原中)
髙村 梨那(大野中)
平田 結唯(春日西中)
釜谷 七都瞳(基里中)

陸上競技部

美術部

ソフトボール部（男子） 弓道部

　6月19日(水)、本校の文化祭である、第12回紫祭が開催されました。クラスや文化部が、
今年度のテーマ「今までにない○○」に沿った出展を試行錯誤して迎えた文化祭当日。吹奏
楽部のファンファーレが響き渡る中、生徒たちの手から色とりどりの風船が青空に舞い上
がり、「今までにない」華やかなオープニングセレモニーとなりました。
　全出展の中から1位の評価を受けた団体に与えられる紫大賞を受賞した『ポテトでどう
ぞ～やばいトルネード～』の3年普通科3組文化委員、樋渡一稀君(筑紫野中)に取材したと
ころ、「スムーズに提供するため、購入券の前売りを行うなどの工夫を行った。」と語ってくれ
ました。また、体育館では有志や文化部による発表が展開され、書道パフォーマンスや吹奏
楽部と和太鼓部、バンドの演奏、ダンスなど、熱気と笑いに包まれた空間になっていました。
文化祭を成功させるために、生徒一人ひとりがアイデアを出し合い、自分たちで作り上げた
ことで、昨年度よりもさらに進化した文化祭になったのではないでしょうか。

【新聞部】 一木 李華（田代中）　大番 島（福岡教育大学附属福岡中）
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